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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透液性表面シートと不透液性裏面シートとの間に吸収体が介在された吸収性物品におい
て、
　前記吸収性物品の幅方向中央部であって、少なくとも体液排出部から臀裂部にかけた範
囲に肌側に増厚した吸収体の中高部が備えられるとともに、この中高部の両側にそれぞれ
、体液排出部に対応する部位を含む領域から臀部溝に対応する部位を含む領域にかけて、
吸収性物品の略長手方向に沿って連続して形成された前側長手方向圧搾溝と、前記前側長
手方向圧搾溝の後側に離間して配置されるとともに、臀部溝に対応する部位に、吸収性物
品の略長手方向に沿って連続して形成された後側長手方向圧搾溝とを有し、
　前記後側長手方向圧搾溝の後端部が左右に離間するとともに、前記後側長手方向圧搾溝
の後端より前記中高部の後端が吸収性物品長手方向の後方に位置し、かつ前記後側長手方
向圧搾溝の後端の延長線上に前記中高部が存在するように、前記後側長手方向圧搾溝の後
端部が幅方向内側に傾斜していることを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　前記中高部は、着用者の臀部溝に対応する後方部分が吸収性物品の後方に向けて漸次幅
を狭めた先細形状に形成されている請求項１記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記延長線と、この延長線が前記中高部の外形線と交差する点より後方に延びる前記中
高部の外形線との成す角度が１００～１７０°である請求項１、２いずれかに記載の吸収
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性物品。
【請求項４】
　前記後側長手方向圧搾溝の後端部の左右の離間距離は、１２～３０ｍｍである請求項１
～３いずれかに記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記後側長手方向圧搾溝は、その他の部分の圧搾溝より高剛性に形成されている請求項
１～４いずれかに記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主には生理用ナプキン、おりものシート、失禁パッド、トイレタリー等に使
用される吸収性物品であって、詳しくは吸収体の幅方向中央部に肌側に増厚した中高部を
備えるとともに、この中高部の両側にそれぞれ吸収性物品の略長手方向に延びる左右対の
圧搾溝が形成された吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、パンティライナー、生理用ナプキン、失禁パッドなどの吸収性物品として、
ポリエチレンシートまたはポリエチレンシートラミネート不織布などの不透液性裏面シー
トと、不織布または透液性プラスチックシートなどの透液性表面シートとの間に綿状パル
プ等からなる吸収体を介在したものが知られている。
【０００３】
　この種の吸収性物品にも幾多の改良が重ねられ、体液漏れを防止するとともに、装着時
に身体の形状に沿って吸収性物品を変形しやすくする等のため、肌当接面側から非肌側に
向けて窪ませた圧搾溝を種々の形態で形成する技術が存在する。
【０００４】
　例えば下記特許文献１では、製品長手方向に沿って延びており、肌当接面側から表面シ
ート及び吸収体を圧搾することによって形成されている一対の第１圧搾溝と、製品長手方
向に沿って延びており、前記第１圧搾溝よりも製品幅方向の外側において、肌当接面側か
ら表面シート及び吸収体を圧搾することによって形成されている一対の第２圧搾溝とを有
しており、前記一対の第１圧搾溝の製品長手方向における後方端部が離間するように構成
されており、吸収体は、前記第２圧搾溝よりも製品幅方向の内側で且つ製品長手方向の中
央よりも後方側で、製品長手方向に沿って、周囲の剛性値と比べて低い剛性値を有してい
る低剛性領域を有しており、前記低剛性領域内に、前記一対の第１圧搾溝の製品長手方向
における後方端部が配置されている吸収性物品が開示されている。
【０００５】
　また、体液漏れ防止等の手段の一つとして、吸収体の幅方向中央部に長手方向に沿って
肌側に増厚した中高部を形成することにより、体液排出部や臀部溝へのフィット性を向上
せしめる技術が知られている。例えば下記特許文献２では、中高部は、着用者の体液排出
部を含む領域に設けられた中高前方部と、着用者の臀部溝を含む領域に設けられた中高後
方部と、前記中高前方部と中高後方部とを吸収性物品の前後方向に繋ぐ領域に設けられる
とともに、両側縁が内方に括れている中高括れ部とからなる吸収性物品が開示されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１４－２２３２１５号公報
【特許文献２】特許第５９２７３１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　しかしながら、上記特許文献１に記載の吸収性物品では、第１圧搾溝の後方端部が離間
する部分が低剛性領域に設けられているため、装着時に幅方向外側から内側に向けた圧力
が作用したとき、前記圧搾溝の離間部において吸収体がよれやすくなり、臀部溝に安定し
てフィットしないとともに、これにより後漏れが発生するおそれがあった。
【０００８】
　また、上記特許文献２記載の吸収性物品では、中高後方部の後端を吸収性物品の後方側
に向かって漸次幅を狭めた先細形状に形成することによって、臀部溝の奥に入り込みやす
くしているが、中高部の両側に圧搾溝を形成した場合、この圧搾溝に幅方向内側に向けた
圧力が作用したときの中高吸収体の変形やヨレについては一切考慮されておらず、中高部
に対して圧搾溝が適切に配置されない場合には、臀部溝に対するフィット性が低下し、体
液の後漏れが生じるとともに、装着時にヨレが生じ、装着感が悪化する問題があった。
【０００９】
　そこで本発明の主たる課題は、臀部溝に対するフィット性を向上させ、体液の後漏れを
防止するとともに、装着時のヨレを防止し、装着感を向上させた吸収性物品を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために請求項１に係る本発明として、透液性表面シートと不透液性
裏面シートとの間に吸収体が介在された吸収性物品において、
　前記吸収性物品の幅方向中央部であって、少なくとも体液排出部から臀裂部にかけた範
囲に肌側に増厚した吸収体の中高部が備えられるとともに、この中高部の両側にそれぞれ
、体液排出部に対応する部位を含む領域から臀部溝に対応する部位を含む領域にかけて、
吸収性物品の略長手方向に沿って連続して形成された前側長手方向圧搾溝と、前記前側長
手方向圧搾溝の後側に離間して配置されるとともに、臀部溝に対応する部位に、吸収性物
品の略長手方向に沿って連続して形成された後側長手方向圧搾溝とを有し、
　前記後側長手方向圧搾溝の後端部が左右に離間するとともに、前記後側長手方向圧搾溝
の後端より前記中高部の後端が吸収性物品長手方向の後方に位置し、かつ前記後側長手方
向圧搾溝の後端の延長線上に前記中高部が存在するように、前記後側長手方向圧搾溝の後
端部が幅方向内側に傾斜していることを特徴とする吸収性物品が提供される。
【００１１】
　上記請求項１記載の発明では、前記中高部の両側にそれぞれ、体液排出部に対応する部
位を含む領域から臀部溝に対応する部位を含む領域にかけて、吸収性物品の略長手方向に
沿って連続して形成された前側長手方向圧搾溝と、前記前側長手方向圧搾溝の後側に離間
して配置されるとともに、臀部溝に対応する部位に、吸収性物品の略長手方向に沿って連
続して形成された後側長手方向圧搾溝とを有し、前記後側長手方向圧搾溝の後端部が左右
に離間するとともに、前記後側長手方向圧搾溝の後端より中高部の後端が吸収性物品長手
方向の後方に位置している。すなわち、後側長手方向圧搾溝後端の離間部から中高部の後
端部が後方に突出して設けられている。そして、前記後側長手方向圧搾溝の後端の延長線
上に前記中高部が存在するように、後側長手方向圧搾溝の後端部が幅方向内側に傾斜して
いる。このため、装着時に幅方向外側から内側に向けて圧力が作用したとき、本吸収性物
品では、後側長手方向圧搾溝の後端部が左右に離間しているため、左右の後側長手方向圧
搾溝同士が近づくように離間部の離間幅が狭まるように変形することによって、両側から
の圧力を幅方向中央の吸収体に効率良く伝達することができ、幅方向中央部の吸収体が肌
側に向けて隆起しやすくなる。また、この左右の後側長手方向圧搾溝同士の離間幅が狭ま
るように作用する力は、後側長手方向圧搾溝後端の延長線が延びる方向に沿って作用する
が、本吸収性物品では、前記後側長手方向圧搾溝後端の延長線上に中高部が存在している
ため、両側からの圧力のかかり方が均等でない場合でも、中高部によって高剛性化された
領域に後側長手方向圧搾溝後端からの力が作用するので、中央部の吸収体がヨレることな
く肌側に隆起して臀部溝にフィットしやすくなる。従って、体液の後漏れが防止できると
ともに、装着感が向上する。
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【００１２】
　請求項２に係る本発明として、前記中高部は、着用者の臀部溝に対応する後方部分が吸
収性物品の後方に向けて漸次幅を狭めた先細形状に形成されている請求項１記載の吸収性
物品が提供される。
【００１３】
　上記請求項２記載の発明では、着用者の臀部溝に対応する中高部の後方部分を後方に向
けて先細形状に形成しているため、後側長手方向圧搾溝後端の左右に離間した部分に中高
部が配置しやすくなるとともに、後側長手方向圧搾溝後端の延長線上に中高部が配置しや
すくなり、臀部溝に対するフィット性が向上するとともに、装着感が向上できる。
【００１４】
　請求項３に係る本発明として、前記延長線と、この延長線が前記中高部の外形線と交差
する点より後方に延びる前記中高部の外形線との成す角度が１００～１７０°である請求
項１、２いずれかに記載の吸収性物品が提供される。
【００１５】
　上記請求項３記載の発明では、前記延長線と中高部の外形線との成す角度を所定の角度
範囲とすることによって、後側長手方向圧搾溝に沿って作用する両側からの圧力を前記中
高部で効果的に受け止めることができるようになる。
【００１６】
　請求項４に係る本発明として、前記後側長手方向圧搾溝の後端部の左右の離間距離は、
１２～３０ｍｍである請求項１～３いずれかに記載の吸収性物品が提供される。
【００１７】
　上記請求項４記載の発明では、後側長手方向圧搾溝後端部の左右の離間距離を所定範囲
とすることによって、装着時のヨレを防止し、臀部溝に対するフィット性を向上させてい
る。
【００１８】
　請求項５に係る本発明として、前記後側長手方向圧搾溝は、その他の部分の圧搾溝より
高剛性に形成されている請求項１～４いずれかに記載の吸収性物品が提供される。
【００１９】
　上記請求項５記載の発明では、着用者の臀部に対応する部分の前記後側長手方向圧搾溝
をその他の部分の圧搾溝より高剛性に形成することによって、幅方向外側から内側に向け
た臀部からの圧力を幅方向中央部の吸収体に伝達しやすくなり、幅方向中央部が肌側によ
り高く隆起することによって臀部溝へのフィット性が向上できる。前記後側長手方向圧搾
溝を高剛性にするには、溝幅を相対的に大きくする、高圧搾部の面積を大きくする、高圧
搾部間の距離を狭めて高圧搾部を高密度にするなどの手段のいずれか又は２以上の組み合
わせを採用することができる。
【発明の効果】
【００２０】
　以上詳説のとおり本発明によれば、臀部溝に対するフィット性が向上でき、体液の漏れ
が防止できるとともに、装着時のヨレが防止でき、装着感を向上させることができるよう
になる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る生理用ナプキン１の一部破断展開図である。
【図２】図１のII－II線矢視図である。
【図３】図１のIII－III線矢視図である。
【図４】中高部６及び後側長手方向圧搾溝１２の位置関係を示す平面図である。
【図５】中高部６後端部に作用する圧力の状態を示す平面図である。
【図６】(A)、(B)は、従来の生理用ナプキンの中高部後端部に作用する圧力の状態を示す
平面図である。
【発明を実施するための形態】



(5) JP 6371802 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

【００２２】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら詳述する。
【００２３】
〔生理用ナプキン１の基本構造〕
　本発明に係る生理用ナプキン１は、図１～図３に示されるように、ポリエチレンシート
などからなる不透液性裏面シート２と、経血やおりものなど（以下、まとめて体液ともい
う。）を速やかに透過させる透液性表面シート３と、これら両シート２，３間に介装され
た綿状パルプまたは合成パルプなどからなる吸収体４と、肌当接面側の両側部に長手方向
に沿ってほぼ全長に亘って設けられたサイド不織布７とを備え、かつ前記吸収体４の周囲
においては、その上下端縁部では前記不透液性裏面シート２と透液性表面シート３との外
縁部がホットメルトなどの接着剤やヒートシール、超音波シール等の接合手段によって接
合され、またその両側縁部では吸収体４よりも側方に延出している前記不透液性裏面シー
ト２と前記サイド不織布７とがホットメルトなどの接着剤やヒートシール、超音波シール
等の接合手段によって接合されることにより、吸収体が介在しないフラップ部が形成され
たものである。なお、図示例では、前記吸収体４の形状保持および拡散性向上のために、
前記吸収体４をクレープ紙又は不織布などからなる被包シート５で囲繞しているが、この
被包シート５は設けなくてもよい。また、図示しないが、前記透液性表面シート３の非肌
側に隣接して、前記透液性表面シート３とほぼ同形状の親水性の不織布などからなるセカ
ンドシートを配設してもよい。
【００２４】
　以下、さらに前記生理用ナプキン１の構造について詳述すると、
　前記不透液性裏面シート２は、ポリエチレン等の少なくとも遮水性を有するシート材が
用いられるが、蒸れ防止の観点から透湿性を有するものを用いるのが望ましい。この遮水
・透湿性シート材としては、ポリエチレンやポリプロピレン等のオレフィン系樹脂中に無
機充填剤を溶融混練してシートを成形した後、一軸または二軸方向に延伸することにより
得られる微多孔性シートが好適に用いられる。前記不透液性裏面シート２の非肌側面（外
面）にはナプキン長手方向に沿って１または複数条の粘着剤層（図示せず）が形成され、
身体への装着時に生理用ナプキン１を下着に固定するようになっている。前記不透液性裏
面シート２としては、プラスチックフィルムと不織布とを積層させたポリラミ不織布を用
いてもよい。
【００２５】
　次いで、前記透液性表面シート３は、有孔または無孔の不織布や多孔性プラスチックシ
ートなどが好適に用いられる。不織布を構成する素材繊維としては、ポリエチレンまたは
ポリプロピレン等のオレフィン系、ポリエステル系、ポリアミド系等の合成繊維の他、レ
ーヨンやキュプラ等の再生繊維、綿等の天然繊維とすることができ、スパンレース法、ス
パンボンド法、サーマルボンド法、メルトブローン法、ニードルパンチ法等の適宜の加工
法によって得られた不織布を用いることができる。これらの加工法の内、スパンレース法
は柔軟性、ドレープ性に富む点で優れ、サーマルボンド法は嵩高で圧縮復元性が高い点で
優れている。前記透液性表面シート３に多数の透孔を形成した場合には、体液が速やかに
吸収されるようになり、ドライタッチ性に優れたものとなる。不織布の繊維は、長繊維ま
たは短繊維のいずれでもよいが、好ましくはタオル地の風合いを出すため短繊維を使用す
るのがよい。また、エンボス処理を容易とするために、比較的低融点のポリエチレンまた
はポリプロピレン等のオレフィン系繊維のものを用いるのがよい。また、融点の高い繊維
を芯とし融点の低い繊維を鞘とした芯鞘型繊維やサイド－バイ－サイド型繊維、分割型繊
維の複合繊維を好適に用いることもできる。
【００２６】
　前記不透液性裏面シート２と透液性表面シート３との間に介在される吸収体４は、たと
えば綿状パルプと吸水性ポリマーとにより構成されている。前記吸水性ポリマーは吸収体
を構成するパルプ中に、例えば粒状粉として混入されている。前記パルプとしては、木材
から得られる化学パルプ、溶解パルプ等のセルロース繊維や、レーヨン、アセテート等の
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人工セルロース繊維からなるものが挙げられ、広葉樹パルプよりは繊維長の長い針葉樹パ
ルプの方が機能および価格の面で好適に使用される。前記吸収体４の目付は、２５０～６
５０ｇ／ｍ２、好ましくは３００～４００ｇ／ｍ２とするのがよい。
【００２７】
　また、前記吸収体４には合成繊維を混合しても良い。前記合成繊維は、例えばポリエチ
レン又はポリプロピレン等のポリオレフィン系、ポリエチレンテレフタレートやポリブチ
レンテレフタレート等のポリエステル系、ナイロンなどのポリアミド系、及びこれらの共
重合体などを使用することができるし、これら２種を混合したものであってもよい。また
、融点の高い繊維を芯とし融点の低い繊維を鞘とした芯鞘型繊維やサイド－バイ－サイド
型繊維、分割型繊維などの複合繊維も用いることができる。前記合成繊維は、体液に対す
る親和性を有するように、疎水性繊維の場合には親水化剤によって表面処理したものを用
いるのが望ましい。
【００２８】
　前記吸収体４の肌側面には、肌側に増厚された吸収体の中高部６が形成されている。前
記吸収体４及び中高部６は、それぞれ別個に製造した後、組立工程で積層してもよいし、
吸収体を立体的に積繊することによって一体的に形成してもよい。また、吸収体４の上段
に中高部６を積繊する二段積繊構造としてもよい。この中高部６については後段で詳細に
説明する。
【００２９】
　前記透液性表面シート３の幅寸法は、図示例では、図２及び図３の横断面図に示される
ように、吸収体４の幅よりも若干長めとされ、吸収体４を覆うだけに止まり、それより外
方側は前記透液性表面シート３とは別のサイド不織布７、具体的には経血やおりもの等が
浸透するのを防止する、あるいは肌触り感を高めるなどの目的に応じて、適宜の撥水処理
または親水処理を施した不織布素材を用いて構成されたサイド不織布７が配設されている
。かかるサイド不織布７としては、天然繊維、合成繊維または再生繊維などを素材として
、適宜の加工法によって形成されたものを使用することができるが、好ましくはゴワ付き
感を無くすとともに、ムレを防止するために、坪量を抑えて通気性を持たせた不織布を用
いるのがよい。具体的には、坪量を１３～２３ｇ／ｍ２として作製された不織布を用いる
のが望ましく、かつ体液の透過を確実に防止するためにシリコン系、パラフィン系、アル
キルクロミッククロリド系撥水剤などをコーティングした撥水処理不織布が好適に使用さ
れる。
【００３０】
　前記サイド不織布７は、図２及び図３に示されるように、幅方向中間部より外側部分を
所定の内側位置から不透液性裏面シート２の外縁までの範囲に亘ってホットメルトなどの
接着剤によって接着し、これら前記サイド不織布７と不透液性裏面シート２との積層シー
ト部分により吸収体４の両側部に吸収体４が介在しないフラップ部が形成されている。こ
のフラップ部は、ほぼ体液排出部Ｈに相当する吸収体側部位置に左右一対のウイング状フ
ラップＷ、Ｗを形成するとともに、これより臀部側（後部側）位置にヒップホールド用フ
ラップＷＢ、ＷＢを形成してもよい。これらウイング状フラップＷ、Ｗおよびヒップホー
ルド用フラップＷＢ、ＷＢの外面側にはそれぞれ粘着剤層（図示せず）が備えられ、ショ
ーツに対する装着時に、前記ウイング状フラップＷ、Ｗを基端部の折返し線ＲＬ位置にて
反対側に折り返し、ショーツのクロッチ部分に巻き付けて止着するとともに、前記ヒップ
ホールド用フラップＷＢをショーツの内面に止着するようになっている。
【００３１】
　一方、前記サイド不織布７の内方側部分はほぼ二重に折り返されるとともに、この二重
シート内部に、その高さ方向中間部に両端または長手方向の適宜の位置が固定された１又
は複数本の、図示例では３本の糸状弾性伸縮部材９、９…が両端または長手方向の適宜の
位置が固定された状態で配設されている。この二重シート部分は前後端部では図３に示さ
れるように、外側に１回折り返して積層された状態で吸収体４側に接着されることによっ
て、図２に示されるように、外側に傾斜しながら表面側に起立する直線状の立体ギャザー
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ＢＳ、ＢＳが左右対で形成されている。
【００３２】
〔中高部〕
　本生理用ナプキン１では、図１及び図２に示されるように、前記吸収体４の少なくとも
体液排出部Ｈから臀裂部にかけた範囲に、肌側に増厚した吸収体の中高部６が設けられて
いる。前記中高部６は、吸収体４の肌側面に隣接するとともに、吸収体４の幅方向中央部
に配置され、吸収体４より幅寸法及び長手寸法が小さく形成されている。前記中高部６の
厚みは、厚すぎると剛性が上がり身体への密着性が低下するし、薄すぎると体液排出部Ｈ
との密着性が低下するため３～２５mm、好ましくは５～１８mmとするのがよい。また、前
記中高部６が配置された部分の中高部６と吸収体４との合計目付は、４００～９００ｇ／
ｍ２、特に６００～８００ｇ／ｍ２とするのがよい。
【００３３】
　前記中高部６は、図１に示されるように、着用者の体液排出部Ｈを含む領域に設けられ
た中高前方部６Ａと、着用者の臀部溝を含む領域に設けられた中高後方部６Ｂと、前記中
高前方部６Ａと中高後方部６Ｂとをナプキン前後方向に繋ぐ領域に設けられるとともに、
両側縁が内方に括れている中高括れ部６Ｃとから構成されている。
【００３４】
　前記中高前方部６Ａは、着用者の体液排出部Ｈを含む領域、具体的には体液排出部Ｈよ
り前側及び後側に若干長い領域に形成されている。前記中高前方部６Ａは、ナプキン前後
方向に長い縦長に形成され、両側縁がナプキン前後方向に延びる直線で形成されている。
また、前端縁は、ナプキン前方に向けて膨出する弧状曲線で形成されている。
【００３５】
　前記中高後方部６Ｂは、着用者の臀部溝を含む領域に形成されている。具体的には、着
用者の股下側に臀部溝が開始する位置から後方に、臀部溝を越えた位置、臀部溝の終点位
置又は臀部溝の中間位置までの領域に設けられている。
【００３６】
　前記中高後方部６Ｂは、後方部分がナプキン後方に向けて漸次幅を狭めた先細形状に形
成するのが好ましい。これにより、中高後方部６Ｂが臀部溝の奥まで入り込みやすくなり
、臀部溝を伝う体液の漏れが防止できるようになる。この先細形状は、図示例では、中高
後方部６Ｂの前端（中高括れ部６Ｃとの境界）から開始するようにしているが、中高後方
部６Ｂの前端から所定の長さだけ両側縁をナプキン前後方向に延びる直線で形成した後、
そこから先細形状が開始するようにしてもよい。
【００３７】
　前記中高括れ部６Ｃは、前記中高前方部６Ａと中高後方部６Ｂとをナプキン前後方向に
繋ぐ領域に設けられ、中高括れ部６Ｃの前端は中高前方部６Ａの後端に連続し、中高括れ
部６Ｃの後端は中高後方部６Ｂの前端に連続している。前記中高括れ部６Ｃは、両側の外
形線が幅方向内側に膨出する湾曲形状で形成するのが好ましい。これにより、着用者の体
液排出部Ｈの後端から臀部溝の開始位置にかけての肌面に形成される細かな凹凸にもフィ
ットしやすくなり、肌面との密着性が向上できる。
【００３８】
　前記中高部６は、少なくともパルプ繊維と合成繊維とを含むとともに、前記パルプ繊維
：合成繊維の比率を重量換算で８０～２０：２０～８０、好ましくは４０～６０：６０～
４０で混合したものが望ましい。また、前記中高部６は吸水性ポリマーを含有することが
できる。前記吸水性ポリマーとしては、たとえばポリアクリル酸塩架橋物、自己架橋した
ポリアクリル酸塩、アクリル酸エステル－酢酸ビニル共重合体架橋物のケン化物、イソブ
チレン・無水マレイン酸共重合体架橋物、ポリスルホン酸塩架橋物や、ポリエチレンオキ
シド、ポリアクリルアミドなどの水膨潤性ポリマーを部分架橋したもの等が挙げられる。
これらの内、吸水量、吸水速度に優れるアクリル酸またはアクリル酸塩系のものが好適で
ある。前記吸水性能を有する吸水性ポリマーは製造プロセスにおいて、架橋密度および架
橋密度勾配を調整することにより吸水力と吸水速度の調整が可能である。配合量は中高部
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６が吸収体４側への浸透を促進する必要上、配合量を多くすると所謂ゲルブロッキング現
象が起きるため、パルプ繊維及び合成繊維の合計重量に対して重量換算で１～１０％の割
合で配合するのが望ましい。なお、吸水性ポリマー含有率が５０％を超える場合にはパル
プ繊維間の絡み合いが無くなり、シート強度が低下し破れや割れ等が発生し易くなるため
望ましくない。
【００３９】
〔圧搾溝〕
　本生理用ナプキン１では、前記中高部６の近傍外側部位置に、肌当接面側（透液性表面
シート３の外面側）から非肌側（不透液性裏面シート２側）に向けて窪ませた圧搾溝１０
が形成されている。前記圧搾溝１０は、少なくとも体液排出部Ｈに対応する部位を含む領
域から臀部溝に対応する部位を含む領域にかけての両側部にそれぞれ形成されている。体
液排出部Ｈに対応する部位を含む領域とは、生理用ナプキン１の装着時に着用者の体液排
出部Ｈが当接する部位を全て含む幅方向中央領域であり、そのナプキン長手方向の範囲は
、両側にウイング状フラップＷが備えられたものでは、概ねこのウイング状フラップＷの
長手範囲に相当する。また、臀部溝に対応する部位を含む領域とは、生理用ナプキン１の
装着時に着用者の臀部溝の少なくとも一部を含む幅方向中央領域であり、股下側の臀部溝
の開始位置から後方に臀部溝の中間位置までの範囲である。
【００４０】
　図１に示される生理用ナプキン１において、前記圧搾溝１０は、体液排出部Ｈに対応す
る部位を含む領域から臀部溝に対応する部位を含む領域にかけての両側部にそれぞれ、ナ
プキン１のほぼ長手方向に沿って連続して形成された前側長手方向圧搾溝１１、１１と、
この前側長手方向圧搾溝１１の後側に離間して配置されるとともに、臀部溝に対応する部
位の両側部にそれぞれ、ナプキン１のほぼ長手方向に沿って連続して形成された後側長手
方向圧搾溝１２、１２と、前記前側長手方向圧搾溝１１、１１の前側に離間して配置され
るとともに、ナプキン１の長手方向中心線を幅方向に横断し、ナプキン１のほぼ幅方向に
沿って形成された三日月形状からなる前端三日月形圧搾溝１３と、前記後側長手方向圧搾
溝１２、１２の後側に離間して配置されるとともに、ナプキン１の長手方向中心線を幅方
向に横断し、後方に向けて膨出する湾曲形状からなる後端湾曲形圧搾溝１４とから構成さ
れている。図示例では、前記前側長手方向圧搾溝１１と後側長手方向圧搾溝１２とは離間
しているが、前記前側長手方向圧搾溝１１と後側長手方向圧搾溝１２とを連続させた、体
液排出部Ｈに対応する部位を含む領域から臀部溝に対応する部位まで連続する長手方向圧
搾溝としてもよい。
【００４１】
　前記前側長手方向圧搾溝１１は、図１に示されるように、少なくとも前記中高前方部６
Ａ及び中高括れ部６Ｃの両側に配置されるとともに、後端部が前記中高後方部６Ｂに若干
かかる位置まで延在している。
【００４２】
　また、前記後側長手方向圧搾溝１２は、図１に示されるように、前記中高後方部６Ｂの
両側に配置されている。前記後側長手方向圧搾溝１２は、中高後方部６Ｂのナプキン長手
方向長さより短い範囲に配置されている。つまり、後側長手方向圧搾溝１２の前端より中
高後方部６Ｂの前端が前側に位置し、後側長手方向圧搾溝１２の後端より中高後方部６Ｂ
の後端が後側に位置している。
【００４３】
　前記後側長手方向圧搾溝１２は、詳細には図４に示されるように、後端部が左右に離間
する離間部１５が設けられるとともに、該後側長手方向圧搾溝１２の後端より前記中高部
６の後端がナプキン長手方向の後方に位置し、かつ後側長手方向圧搾溝１２の後端の延長
線Ｓ上に前記中高部６が存在するように、後側長手方向圧搾溝１２の後端部が幅方向内側
に傾斜している。すなわち、左右の後側長手方向圧搾溝１２、１２の後端の離間部１５か
ら中高部６の後端部が後方に突出するとともに、この後側に突出した中高部６において、
後側長手方向圧搾溝１２の後端の延長線Ｓが中高部６の外形線と交差するように配置され
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ている。
【００４４】
　このように構成された生理用ナプキン１の装着状態では、図５に示されるように、脚圧
や臀部の圧力などの幅方向外側から内側に向けた圧力が作用することにより、左右の後側
長手方向圧搾溝１２、１２同士が近づく方向に力がかかるようになる。このとき、本生理
用ナプキン１では、後側長手方向圧搾溝１２、１２の後端部が左右に離間しているため、
左右の後側長手方向圧搾溝１２、１２が近づくように離間部１５の離間幅が狭まるように
変形することによって、両側からの圧力を幅方向中央の吸収体に効率良く伝達することが
できるようになり、幅方向中央部の吸収体４及び中高部６が肌側に向けて隆起しやすくな
る。また、この幅方向内側に向けた力は、同図５に示されるように、後側長手方向圧搾溝
１２の延長線Ｓに沿って延長線Ｓの延びる方向に作用するが、本生理用ナプキン１では、
後側長手方向圧搾溝１２の後端の延長線Ｓ上に中高部６が存在しているため、中高部６に
よって高剛性化された領域に後側長手方向圧搾溝１２の後端からの力が作用するので、中
央部の吸収体４がヨレることなく肌側に隆起できるようになる。
【００４５】
　これに対して、図６に示されるように、従来の生理用ナプキンでは、(A)左右の圧搾溝
５０、５０の後端部が左右に離間するとともに、圧搾溝５０の後端より中高部５１の後端
が前方に位置し、圧搾溝５０の後端の延長線上に中高部が存在しないように構成されたも
のや、(B)左右の圧搾溝５０、５０の後端同士が中高部５１の後端より後方に離間した位
置で連結するように構成されたもの、が一般的であった。このため、同図６(A)の形態で
は、寝姿勢や寝相などによって左右の臀部からの力のかかり方が異なる場合、圧搾溝５０
の延長線上の吸収体が中高部５１によって高剛性化されていないため、この圧搾溝５０の
延長線が延びる方向に作用する力の大きさの相違によって、中央部の吸収体が斜めに変形
したり、ヨレが生じたりして、臀部溝に対するフィット性が低下し、後漏れが生じたり、
違和感を感じたりしていた。
【００４６】
　また、同図６(B)の形態では、左右の圧搾溝５０、５０の後端部が離間せず、幅方向中
央で連結しているため、左右の圧搾溝５０の力のかかり方の違いによって中央部の吸収体
が斜めに変形するのは防止できるものの、ナプキンの両側から圧力が加わったときに左右
の圧搾溝５０、５０同士が近づく変形が生じにくいので、中央部の吸収体の隆起高さが低
く、臀部にフィットしにくいという問題があった。
【００４７】
　前記圧搾溝についてより詳細に説明すると、前記後側長手方向圧搾溝１２の後端の延長
線Ｓとは、図４に示されるように、後側長手方向圧搾溝１２の後端部の溝幅方向中央部を
通る接線を後側長手方向圧搾溝１２の後方に延長した直線である。この延長線Ｓは、ナプ
キン長手方向の後方に向かってナプキン幅方向の中央側（中高部６側）に傾斜している。
【００４８】
　図４に示されるように、前記延長線Ｓと、前記延長線Ｓが中高部６の外形線と交差する
点より後方に延びる中高部６の外形線との成す角度αが１００～１７０°、好ましくは１
２０～１４０°とするのがよい。この角度αが１００°より小さいと延長線Ｓが延びる方
向に作用する力の入射角が中高部６の外形線に対して垂直に近くなり、中高部６に局所的
に大きな力が作用して中高部６の異常な変形が生じやすくなる。また、前記角度αが１７
０°より大きいと、延長線Ｓが延びる方向に作用する力の入射角が中高部６の外形線に対
して平行に近くなり、前記力を中高部６で受け止め難く、周辺の吸収体４部分にヨレが発
生するようになる。
【００４９】
　また、前記後側長手方向圧搾溝１２の後端の延長線Ｓは、図４に示されるように、ナプ
キン長手方向線１６との成す角度βが２０～７０°とするのが好ましい。この角度範囲で
後側長手方向圧搾溝１２の後端部が傾斜することにより、前記延長線Ｓに沿った幅方向中
央側への力の伝達が効果的に行われるようになる。
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【００５０】
　前記左右対の後側長手方向圧搾溝１２は、中高部６の両側にそれぞれ形成され、後端部
が左右に離間して配置されることにより、これら後端部間に離間部１５が形成されている
。前記離間部１５の幅方向中央部には、前記後側長手方向圧搾溝１２から所定の離間距離
をあけて、中高部６の後端部がナプキン長手方向に沿って配置されている。
【００５１】
　前記離間部１５のナプキン幅方向の離間距離Ｌは、１２～３０ｍｍ、好ましくは１５～
２５ｍｍとするのがよい。１２ｍｍより小さいと、この離間部１５に介在する中高部６の
幅寸法が小さすぎて、中高部６による中央部の補強効果が得られにくく、中央部のヨレな
どが生じやすくなる。また、３０ｍｍより大きいと、左右の圧搾溝１２、１２の間隔が広
すぎて、臀部溝に対するフィット性が得られにくいとともに、この広い領域にヨレが発生
しやすく装着感が悪化するおそれがある。
【００５２】
　また、前記後側長手方向圧搾溝１２の後端と中高部６とのナプキン幅方向の離間距離Ｍ
は、２～１０ｍｍ、好ましくは４～８ｍｍとするのがよい。離間距離Ｍが２ｍｍより小さ
いと、中高部６を臀部溝に入り込ませたときに、圧搾溝１２の硬さを感じやすく、装着感
が悪くなる。また、１０ｍｍより大きくした場合には、圧搾溝１２と中高部６との間隔が
広くなりすぎ、圧搾溝１２と中高部６との間の中高部６により補強されていない吸収体部
分でヨレが生じやすくなる。
【００５３】
　前記中高部６の後端部が後側長手方向圧搾溝１２の後端部より後方に突出する突出長Ｎ
は、図４に示されるように、５～１５ｍｍ、特に７～１２ｍｍとするのが好ましい。前記
突出長Ｎが５ｍｍより小さいと、後側長手方向圧搾溝１２の後方に形成される中高部６に
よって補強された領域が小さく、この領域の剛性を十分に高めることができない。
【００５４】
　前記後側長手方向圧搾溝１２は、体液排出部Ｈを含む部分の両側に配置された前側長手
方向圧搾溝１１と比較して高剛性に形成するのが好ましい。これにより、臀部溝部分の幅
方向外側から内側に向けた臀部からの圧力を、幅方向中央部の吸収体に伝達しやすくなり
、幅方向中央部を肌側により高く隆起させることができ、臀部溝へのフィット性が向上で
きる。前記後側長手方向圧搾溝１２を高剛性にするには、(1)溝幅を相対的に大きくする
、(2)圧搾溝底面の圧搾深さを深くした高圧搾部の面積を相対的に大きくする、(3)隣り合
う高圧搾部同士の離間距離を狭めて高密度に配置する手段のいずれか又は２以上の組み合
わせとすることができる。
【００５５】
　図１に示されるように、前記後側長手方向圧搾溝１２の後端部は、前記後側長手方向圧
搾溝１２の後方に配置された前記後端湾曲形圧搾溝１４の前端部より前側若しくはナプキ
ン長手方向にほぼ同等の位置とするのが好ましい。すなわち、前記後側長手方向圧搾溝１
２と後端湾曲形圧搾溝１４とはナプキン幅方向に重なり代を有さないように配置するのが
好ましい。これにより、後側長手方向圧搾溝１２の後端部分の剛性が前記後端湾曲形圧搾
溝１４によって高くなりすぎるのが防止でき、この領域の中央部が肌側に隆起しやすくな
る。なお、図１に示される例では、前記中高部６の後端部は、後端湾曲形圧搾溝１４の前
端部より後側に位置しているが、後端湾曲形圧搾溝１４の前端部とナプキン長手方向にほ
ぼ同等の位置に配置してもよいし、後端湾曲形圧搾溝１４の前端部より前側に配置しても
よい。
【００５６】
　以上、後側長手方向圧搾溝１２について説明したが、図１に示されるように、前側長手
方向圧搾溝１１の臀部溝に対応する部分の後端部を同様の構成とすることにより、後端部
が幅方向内側に傾斜した圧搾溝を、ナプキン長手方向に対して複数段に亘って設けるよう
にしてもよい。詳細には、前側長手方向圧搾溝１１のうち中高後方部６Ｂの両側に配置さ
れた部分の後端部が左右に離間するとともに、前記前側長手方向圧搾溝１１の後端より中
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高部６の後端が後方に位置し、かつ前側長手方向圧搾溝１１の後端の延長線上に中高部６
が存在するように、前側長手方向圧搾溝１１の後端部が幅方向内側に傾斜するようにして
もよい。このとき、前記前側長手方向圧搾溝１１の後端部は、後側長手方向圧搾溝１２の
前端部より前側又はナプキン長手方向にほぼ同等の位置に配置するのが好ましい。前側長
手方向圧搾溝１１の後端部が後側長手方向圧搾溝１２の前端部より後側に位置するように
配置した場合には、前側長手方向圧搾溝１１の後端部と後側長手方向圧搾溝１２の前端部
とがナプキン幅方向に重なるようになるため、幅方向外側から内側に向けた圧力が二重の
圧搾溝によって中央側に伝達されにくくなり、中央部の肌側への隆起が生じ難くなる。
【符号の説明】
【００５７】
　１…生理用ナプキン、２…不透液性裏面シート、３…透液性表面シート、４…吸収体、
５…被包シート、６…中高部、７…サイド不織布、９…糸状弾性伸縮部材、１０…圧搾溝
、１１…前側長手方向圧搾溝、１２…後側長手方向圧搾溝、１３…前端三日月形圧搾溝、
１４…後端湾曲形圧搾溝、１５…離間部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】
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